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Deployn1ent of Teaching Instructions Based on Specialty of Education for Physically Challenged 
-Elnphasis of Guidance and Target setting for Slow Learners-
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*授業の I~I 襟と内容が， 1可を拠り所に立てられているの
かを IVel椛にすること。
③女1I 1~1{]の教科等を学ぶ教育課程の~~um

































































i 学部会 I! (小ゆ・読施)i返
運 営 一 一 一
校内研究会 授業研究会 ( 校内研修会
重複研究会 | グ性ブ l
図3 校内研究体制
教科・領域研究会は，研究部担当教員及び，本校の小




























































































































































































































































Instruction in“W riting" for Children ¥iVho Have Difficulties in Learning 
Their School Year's Objective， Content， and Progress. 
国語科
目次
1 . 研究の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一........................................................ 10 
I. 指導の展開例 ..一・・・・・…ー…一一一..一一一-一一…・・……ー…・…..一………・・ー…・ー…・・ー・…・ 14 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































. í~ので，… ...J という 1 文や，因果関係にある 2 つ
の文を書くことができる。


























~2;M1のまとまりの綴R' Iこ沿って文章の判jめから終わリまで， ~ 
1mのまとまりごとにいくつかに分けて妃躍する。〔全体) I ~ 
|問のまとまりの頗序間て懇くパ部分
il訟のまとまりごとに墜くョ{部分)(段落怠il)
話題!こ沿って醤<， (部分 I0 


































































































































1.1，r摘出 :) u託ね調 l~ ム 切 J)を'!ar寸ろ
③「読むこと」の様子







. (小)第 3学年及び第 4学年の内容の比較的短い文章
であれば，文と文，段落と段落の関係(具体と拙象，
原因理由と結果の関係)をとらえることができる。ま










































































(小)第 3学年及び第 4学年の f段落相互の関係など
に注意して文章を書く能力J(1書くこと」の目標)を目











































iれ兄の学iJ，>trì~ と学ず{後とでは . 日記にも変化が凡られた。
ìi~.iêの予刊の |清までは， 日記の'11で段併を作ることがな
かったが，qt)[;の学内後には.話題ごとに段孫を作って
I! Ij~ を古:く ようになった。
こうした qtj乙後の Ifi;くこと」のt莱fから， I [構成]
と[;記述]の折導lcJi..tJIの品川，I，(JI日の系統表Jにおけるたl'
価においては， [1¥己述]については変化は見られなかっ
たが， [構成]においては 系統衣の(小)第 3学年及
び第4学年の「いくつかの文の集まりである形式段都の
役刑を脱併する (部分)Jという JYIIについては，概ね
満足の段I~{;T で、あると詐1Iiii した 。
この評価をふまえて.次の r11子くこと」の iji.)L:として
設定したのが， ijl.)心Eであるハ










的な事柄を磐王IH して.段許制 1 / (.の関係に iì~ぶしてよ市を
井くことができる (，，IfくことJ)っ
(2 )単元名
段搭 (まとまり )IJ 1:のつながりをぶd&して計こう
( 3 )学習活動
(1しよ桁介 r['1 j]'は~である」を t!?くv (テーマ [jli象]
を説IYJするために.例 [jL体]を示して丈fRをJ:く)
( 5 )単元の流れ
書く m.~同の材料となるものは， こちらから情~~I~ メモと
して与え司 「課題設定や取材に関する指導事項」につい




まず. lj-えたメモから文を複数 (6~ 8文)作り.作














本j手j乙で、は. I 見叫11 や並 ~ilJ といった迎按関係や H体
的な事柄と 抽象的な事柄，結論とそのJI ~. III や根拠といっ
た配列関係などの段終打j7工の|期係に注立するJ(学科指
導要領解説)とある'1でも，特に具体li0な'ド柄とtl象的
な事柄の関係を型解して文71を書くことを 1{~ß とする 。
そのため. まずはテーマ (iJ象的なIJ柄)に対して.

































































対象IH'!~A は n 分のテーマを 1 1 ' 1 分はこだわりや」 に
決め (これが以も+rl象化されたものとなる )，このテー











17 20111ド主主?Jlk'{: IH JI'f~ rtiJが|市川IJ)(妓学校研究キ己決 盗塁OQ;
I}立法 (まとまり )の役;i討をJ'lW(-.して lijeくjということ










のメモを縦一列に、.ì f~べたため ( 1叫 5 ) ，関係性のとらえ
にl叫起があるのではないかと l汗価したが.構成メモにつ






べ (バリアフリー)J1休けい場I~rJ 1プランの内科 (食
'Jf. . il"U~ ) J (出色メモ)を横 ーダIJに花べることができた
(1段ぷ・|併段があるかないか」については 「こだ寸つりで
はない」と'1':リ|析してそのカードを捨てた)(1刈6)へこの























































































































































































本Iji. Jじで・は， [十件成]における1'1存内科の 「段法制11(. 
の I~J係などに~i:ぷして丈 l;:を桃j反する jにf仏1，'，I~化した
さらに，r段終州 1(.の|刈係 lにもいくつかの村知がある
か， ~ ，~:に r 1'1象的な'ji:十件jとJ~. 体 (1りな 'J ï.制 」 の段治イ、11 / 1: の
IXJ係に1L化するこ とで 1[:.1じが;;::I刊の 1(1<)ぷl識をはっ
き り さ せて lr~ りキIlめ る ようにした
ょた ij'i.Jしを泊して';:・'i)i?，f，助を[1テーマによ ってH
体化の制/.(をJ:Nぶ 2制/.(に沿ってl?く'jf制の材料を集
める. 3材料を核f'Hする， ，.1 ~iり'1[した材料をもとにH体
的な段治の丈市をJiく]という流れに統 一した この '
J1iのJ';!:門活動を繰り返していく 11で.身に付けたJh去を





ちなど) ( η~l~ 1 ) を参与にさせ. 品悦L，I人以'
1，(















伽1~J Ijの折~!+計 I lj 'j などから|郡日i -;:~:;H~ I:等をふまえると IlíJ 1寺に.
[構成] の指導事JJIの重点項 11 の系統ぶなどを使い • II~ 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































説に敷いた。 「重点化 した桁導の大まかな流れ I~I J から




にあたり. 1 J行j与すi.J}1の沢I，'UDIの系統ぷ」を)1 )いるこ
とで，学科の刊行j.状況を系統的 11.つ詳細|にとらえること








































そして.作成した構成メモを1，Jとに記述したのが. 1 ~17 
の文章である。「タオルIt_地へのこだわり 」の文市より





























































6)文部科学省 (2008) 小学校学習指導要領Wi:説.I;RJ 
詩編i. 東i~í~ i!官 '~UH友全1:.










Teaching instructions based on a prioritization for children who have difficulties of learning 
with consideration of objective of the school year， content， and progress 
算数@数学科
自次
I .研究の概要..........一..一....".......4一.，…一............................................... 22 
E 実践事例報告 ・・…・・・……・…・・・……・・…・……………・……・・・……・・……-…"…-・……・… 24 
直. まとめと今後の課題......................…...............一............一............................. 27 
21 











































性の ~jlll ， 11lmlが個別性の児童生徒の実態のilで，重なる
ところが障害特性を踏まえた指導である (12{11 )。
当該学年の学習が員jí; しい )J位十I~l=.まひ児の算数数学の指導

























































筑波大学問属桐がi王特別支援学校研究紀袈 第50巻 2014年 23 
算数・数学の「基本」を実態・指導方法から検討してき
た。その結果，算数・数学の「基本」を以下のように考
















































































( 2 )子どもの障害特性の把握， (3)指導内容の系統国
による学習習得状況とつまずきの 3点を踏まえた手続き






















の研究でおさえた①教科の系統性(算数数学の Iti~本J) ， 
②児童の実態，③系統1~1による学習習得状況とつまずき
の把握の 3点から，対象児Aの学習の難しさを整理した。












































































r 5 0刊が 2つだカミら 50X2です」のように，数字上はi訂JL50 円でも，式の意味が異なることを気にせず立式している。
. 0.1が 10こで]になるというような単純な!J、数の構成や，力1減計算，示された小数の位は何かを答えることなどはできる。
・r1がOこ， 0.1が口こ， 0.01がムこJのように，位がjI出番に示されている小数の構成の|問題は解けるが r1がOこ， 0.001が口こJ
のように， {立をまたがっている問題の時には位取りがわからなくなる。
. 0.01 が 150 こで1.5 になるというような，複数の位をまたがって小数の椛r&を考える 1~~lJ器は難しい0
・1mや 1Lなどを基準にしたとき， 1m30cmは何mカ、など，はしたの昆盆$を小数で
. 1m=100cm， 0.1mご 10cmなど¥呉なる単位の関係を 1対 l対応、で覚えているが，実際のi易自で活用することは難しい。
-具体物を 3等分した 2つ分というような免方はで、きている。
. 1/10と0.1が同じ数で、あるとしづ関係性は知識としては理解している。
. 1/2， 1/3などの単位分数がし、くつ分という見方で 3 分数をJjlえられるようになってきている。しかし，自分で基準となる単位分数
を見つけ出すことが難しい。

















































































1 0 ・11100の位までの小数を i位数でわる計算において，




































































































































































Course Instruction for Children With Multiple Handicaps Including 
the Mental Retardation 
重複研究会
目次
1 .研究の概要............................一...........一.，一..........................................一....... 30 
E 指導への活月~ (事例 1)・・・ー…一一……-…ー…・・…-一……….....一一一・ー…・・…・一一…・・…一 38 
E 指導への活月:J (事例 n)........………・・・・…ー…一…・…ー…・・……・……ー・・……ー…一一... 43 
N. 結果と考察 ・・…ー・・…一一一・・・・……一…・・…一……ー………ー……ー……一一...….....…一一 48 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































発音 文字 文法 語棄 開く 話す 読む
①複雑な指 ①間 的 な 0教li:日や友j主 。見聞きし 。文字な
音損操作 ひらがな 示の理]角!I~ などのし たことなど どに関心
n 特殊音節 ②助言号、 助 ②反対語 葉に慣れ， を簡 をもち，読
勤前!の理解 ③草1)前、疑 な説明 し 葉で話す。 もうとす
③受動態、 !官=J~司の J理解 掛けが分かる。 0見聞きし る。
能動態への 0身近な人の たことなど 0簡単な
変換 を開いて， 1村 のあらまし




geε工i王工1二 . 了lヨ乙tず!んi空間・ Izl①受動態、 ①実物・絵 0教f:市の話を 0教訓iなど 。教師と
①音の認識 形の認知l能動態のJl:l~ の認識 1rlし寸こり? の話し掛けー ー司中:主ヨifz:.早O口s 
②音節分解 ①線の認 )1平 ②霊 、 疑 などを読んで に応じ，表情 本などを
③音節1:IJI:U 官主 ②助詞と三 間百司、形容 もらったり 3 身振り， 楽しむ。
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f A U イ い : f q ) じ H い 内 守H W J " ι t u p - -
1 ・ パ ソ 』 吋 3 U l
出 ワ ト 持 汁 枠 一 一 2 誠 意 ヨ ー 一 州 議 出 一 ) 尚 南 特 詩 ~ 出 品 首 湘
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チェッタ項目 チェック ).c1:VJ 評価 (荷持
。吟I:lI的 t;:Mf IS/Jlil山吹山 l!l:l'?
， I~ (乃次山手4節はつ!
(5 .1 今 1の炊の H1.:ワ J
ど「反対~/t カこ t、 同"、ぃ ijtj
tリ Vl I~ し、 1:. ど
自立
①文脈にじた ~dJ ス'ポンを、 4 ~) 
IT'1 の ~I: I :~を m める J
.1i {I;:で{<iJをする。 j
'CIコや汗ヨむをつ JIιν 
o，是 ml向山 fi'解 [とこ jli'. I日r. L、つなど
4 白
|① 












③形容詞 f盤L、J r太し、 J r高い











筑波大学1;付属桐が丘特別支援学校研究紀要 第50巻 201411三 37 
表9 国語科チェックリスト{言語の指導]
1I.語連鎖・文法
(~)mt荘な lii" ， O)f!1 I i 00を00寸る白;1にo
1I1前 10をなと





チェック項!] チェック 1，1;~q E手(il 制;持








J IJ) f， ;i;jを、ド fti:{')で浴く























l'Tx ;:， JÆ i:!~下問| 保i考 ! 






I. 指導への活用(事例 1) り定着していないのか，反対の意!床を示す言葉が選べ









移動運動 0:03~0:04 手の運動 0:05~0:06 
基本的習慣 1:06~1:09 対人関係 2:00~2:03 



















































































































































4 絵本やビデオを悦 ヨ終をm択して在、 -平仮名のiWifc濁f， 文字カードを選び、並
ャ一一ー
15 して内告をjJrぇ えたいことを文相t半濁;tをすiえ、平仮fべて;:;'-rr~ を情 fJ~ -、j
6 λ ν。 して伝える。 。〕三業を読む司 。F
j 
9 IJ)t~ii . 訂円f 自"ι巴相ドt -ひらがな 50音jとから.
10 効i司、助動iJg誌の理解 音の数、 文字をi主び. ~ÍJt 
11 受動態、能動態への ;時1芦 L 表示する侭
1 ') 変換と怒解 u抗日円二{~
-特\1腕~;Iの理解 (fOO 行i、}ljヨ2、71fHL 
が~J fOOを ~1 など
-敦信liや身近な人の請をIllき、 I:i分。)気 平仮名の促音，長担 ひらがな 50j11えから、
ヲ r~f ちゃ意志、希望を 11!手に分かるように 等を含む、言集や短L 文7を選び、 :京











































1与 J 汗J主m~w J存#1人昨
能[[)jLi~j)文)'fZf!lfjJ;!~ m j入C工沌DJ;J-;ふ 防局長Jr会J Jり'1拍手i)rするJ
ソ 受ifui滋J)文E汚職午 O:Y.才、 m こCコさ)，1ム lJ)li) I!こJ Jl).!fi，}J;，ij rさ才1ゐ。j
i掛û1L~と箔{りi伊~5\J A ~~j，1 j~ 131'!Aを tf[吋二 I3~!，1丈 A1去に jip主iT:;."
仰 m平 ¢ 押したびy，j、 Al~; jqlさ;i1:ニ01.:(B;{J， 
J i踊j態と4完ltJf@ρ粉 B;{で~Il i.. A 1}¥こたわわh1こ() Al，:l'j入 13-1Aを 1ゴこし可
1冷却w cz 7ゴ訪れたOy，~ 13~N， 1ニプこしずこOy'j入A;{J，
5 抱[[IJI!Eカ:ら'克附岳ハ 。コ立、 coをCDτ)てる-， caぇ021こcoされ&
ねi年 O)m~ 






j青音→ 按音→ j弱者→ f足音→ 長音→ 拘古ニ→ カ
タカナ→ 漢字
。帯諜題n 音韻の学習




















イ ;V{Ji才， 50 出子~.jk!ÇIJ こ/ス
u1jp併記古をのむ
ることカ?できる7
改訂おおり漏出主主IJji{i;ことらえ 以 l iÎJ Li1mJ'U~ういっく議佐治ty;:;ことができる
E三嶋lfV泊、てきる。












① ;1 1 '?t月組i王将殿ρ科会討てるL ぽ)(:ìliと持こW1'l支:(:150t詔珪読もうと~&lj




'ili?ïミさ)'1iこìì6ぷ丹羽i弱~i{ij)ちk#éく 1:;'~WS:' 50 してが(井崎3 前?協配ii5戊Ji{llZけな tlgti主rj 
'i~W)担割1仇その主計tì~j倒的J応出 自制悲して、 50詐古川:;J)主む1Ir1:;1河口古
百氏自ヒ)，三五旨2ご/寸代子flj止さ辺住る3 10分
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0帯課題の学習 1r 
。本時の課題
。ボI!p~首位):~~l!ll C51Ylj文l、2 1:'Ji~ し、 ji除去サYZ2'参考;こしてて
C例文Irぼくは αコく/必おし/二j I 者i)ll!，f!i'~こう叩1fiJ'Í'し J;Ut jJ)ff，il DJlfV 
'(Ylj文l白!I凡制作ヒVJがら、(，1くカおしld;J:)j芯匂eWJる〉
たこと、 CDく/以)\おさhlこことをしっかりとi ・ W)~なしっかりイメージしながら、文子'ブJ
おさえら安部j脚立文TFをl!)'え弘文守功一唯一iベ羽毛fγjー1，':をn弘、て、 1:1沢弘j五日1lI)Jア
べ:-iitl:，jJートで丸剖あたっjーとし 1I版;i)左右;殺しで完fLliLq:乃Jえ吃1主えそL
4必 Iぼ民ま玖く ι 図 E丑ヨ I.{馴1当蜘i子決W収駒i宇民切:1 1立幻~り此J







。「人きなブJブJu~lお:lJ~lき、，]fí坊主Hを引ヴ'JJ~ ・明JJ刈勿、 lりが1 lVlfiJl]司J)"'):_C(:'j}ートやり
ったU)j)f!IJげし受rVILq:;羽衣こ変え-(，7-;';)， I ;\li-"}jートて11Y~1父し受!l\)1iSν〉ユえ)'?lj こ変えるJ
。自己評価と帯課題盟




Ij) Ô1Pp)Y;t~I: U口湖1}こねら fCCJ;出>J I⑪抑1~{1\)7)制攻!I~~.m!Lをもq
ぴ〉幻ご羽似てAUJ.こ:'1'てd組会ちに I 3分























くっつきの土1)OGI士、 00です c 名詞=名詞 伊:j irくi工、太郊でオ二
? (2)1001士、 00い。 名 j司 =Jí~容伊I iEI士、さil1 九
3 くっつきの fo)i① 00の 00， 所右するもの WIJ ぼくの くつ5
② 00のとなり 基準と ÚJ~ffil 炉JIrくのまえ。
3 戸 くっつきの fとHD00と00 話連鎖 伊! りんごと l;fな
ら 『ゃ』② 00や 00 ~lt述鎖 例 りんごや Ifな
7 ~(II'T くっつきのトj① 00へ J詰m.方I<¥J (担J1iへし、c
8 ~Iこjø OOiこ 到~'li /.:l~ .活動 {日j体育館lこ人るc
くっつきの ujJ;~ ① 00が、 00ですc 名;←名前 伊'J Irくが曽太餅ですc
10 ② 00が、 00するつ 名詞ー'[ÙJ~i;l 。1犬が、 liえるc
11 くっつきの?をj① 00を、 00する。 Mi~ä 述語 例たいこを うつご
1 ，) ② 00が00を00する内 主~h- HIi ~rf-JA話
FIJぱくが、たいこを うつF
1 3 くっつきの fi:J① 00に00する。 hHMt一述語 倒せんせいに話すム
l-l ② 001こ00される。 Mì話一述~ä {受け身)
例せんせいにおこられるn





























② 肝課題日 音韻の学習の学習をする j②本児が興味を持っている単訟を本児と相談して決める。
.提示された単訟の語頭音と語尾音の音節を 50音表ーから選び出す。 i音節数を数え確認する。
③ 前1寺までの復習をする。 I③三j);':I1¥J還を併きながら復習してし¥く。
@ 本 II~ï'の学習のめあて雌認 wooへJ の学習をすることを確認す i④本児の学習のめあてを提示し、しっかり舶:認させる。
る。
③ 本1寺の課題の学習 i①例文]、 2を示し、他の助部では、おかしいことに気づ
O例文] iぼくは、 2びようとうへ いきます。Jを読み、場所を示jかせる。
す言葉の後につく DJj詞だということに気付く。また、その1寺「エJ1.絵カードや文字カードをmいてなるべく [1;i古ω会話に使
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表19 国語科チェックリストの変化
H 25.7，__ H 26.2 変化項目のみ
〔言活 1~'ID)J の J告当n
対象児の障害名，検査結果のプロフィールは表20の通
りで、ある。








































検査詑結;月果~ I VIQ:74，PIQ:S4，F円IQ:60 (2012.10.]玲9実施)
I羽九「刊ISC-1l士1 I VC:82 PO:58 FD:芯62 PS:55 




















































































































































































，Jij:訪日頃② ir~J" m':IT5'eのじかん 長i分の番で読める。言葉の
75ノ'J リズムや意味をつヵ、む。 l
主訪日起 書く・読む.~nみ 文章をおiみ立てる。数文の






絵) (第 5次/全 51日)， ;市二主it元②は詩「おれはかまきり j
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「ことばづくり Jを行う 1年生と fぶんづくり jを行う

















校外学習 1:記6/12 構えつけ・葉の観察と 1:記6/2，3，5
校外学習!ヨ記 6/26 まびきと 1:記6/9，10 
校外学習日記 7/3 支柱たてと 1=記6/16，17， 19 
{交タト学習 1:記7/10 ネットはりと日記 6/23，24， 26 
特日1舌副IJ1:1記 7/15 つぼみ探しと日記 6/30，7/1 
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